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DNSサーバを設定しています

IP アドレスではなく Fully Qualified Domain Name （ FQDN ；完全修飾ドメイン名）ホ
スト名を使用できるよう、 Domain Name System （ DNS ；ドメインネームシステム）
サーバを追加、削除、更新することができます。

必要なもの

• Grid Managerにはサポートされているブラウザを使用してサインインする必要があります。

• Maintenance または Root Access 権限が必要です。

• 設定する DNS サーバの IP アドレスを確認しておく必要があります。

このタスクについて

DNS サーバ情報を指定すると、 E メール通知や SNMP 通知、および AutoSupport に、 IP アドレスではなく
完全修飾ドメイン名（ FQDN ）ホスト名を使用できるようになります。DNS サーバは少なくとも 2 つ指定す
ることを推奨します。

DNS サーバの IP アドレスは 2~6 つ指定します。一般に、ネットワーク分離が発生した場合に
各サイトがローカルにアクセスできる DNS サーバを選択します。これにより、分離されたサ
イトは引き続き DNS サービスにアクセスできます。グリッド全体の DNS サーバリストを設定
したあとに、ノードごとに DNS サーバリストをカスタマイズできます。

"単一グリッドノードでのDNS設定の変更"

DNS サーバ情報を省略したり誤って設定したりすると、各グリッドノードの SSM サービスで DNST アラー
ムがトリガーされます。このアラームは、 DNS が正しく設定され、新しいサーバ情報がすべてのグリッドノ
ードに配信された時点で解除されます。

手順

1. [* Maintenance * Network * DNS Servers（メンテナンス*ネットワーク DNSサーバー*）]を選択します。

2. 必要に応じて、 Servers セクションで、アップデートを追加するか、 DNS サーバエントリを削除しま
す。

サイトごとに少なくとも 2 つの DNS サーバを指定することを推奨します。DNS サーバは 6 つまで指定で
きます。

3. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

単一グリッドノードでのDNS設定の変更

環境全体でグローバルにドメインネームシステム（ DNS ）を設定する代わりに、スク
リプトを実行してグリッドノードごとに DNS を設定することができます。

一般に、Grid Managerで* Maintenance * Network * DNS Servers *オプションを使用してDNSサーバを設定す
る必要があります。次のスクリプトは、グリッドノードごとに異なる DNS サーバを使用する必要がある場合
にのみ使用します。

1. プライマリ管理ノードにログインします。
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a. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@primary_Admin_Node_IP

b. に記載されているパスワードを入力します Passwords.txt ファイル。

c. 次のコマンドを入力してrootに切り替えます。 su -

d. に記載されているパスワードを入力します Passwords.txt ファイル。

rootとしてログインすると、プロンプトがから変わります $ 終了： #。

e. SSH エージェントに SSH 秘密鍵を追加します。入力するコマンド ssh-add

f. に記載されているSSHアクセスパスワードを入力します Passwords.txt ファイル。

2. カスタムDNS設定で更新するノードにログインします。 ssh node_IP_address

3. DNSセットアップスクリプトを実行します。 setup_resolv.rb.

スクリプトから、サポートされるコマンドの一覧が返されます。
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Tool to modify external name servers

available commands:

  add search <domain>

               add a specified domain to search list

               e.g.> add search netapp.com

  remove search <domain>

               remove a specified domain from list

               e.g.> remove search netapp.com

  add nameserver <ip>

               add a specified IP address to the name server list

               e.g.> add nameserver 192.0.2.65

  remove nameserver <ip>

               remove a specified IP address from list

               e.g.> remove nameserver 192.0.2.65

  remove nameserver all

               remove all nameservers from list

  save         write configuration to disk and quit

  abort        quit without saving changes

  help         display this help message

Current list of name servers:

    192.0.2.64

Name servers inherited from global DNS configuration:

    192.0.2.126

    192.0.2.127

Current list of search entries:

    netapp.com

Enter command [`add search <domain>|remove search <domain>|add

nameserver <ip>`]

              [`remove nameserver <ip>|remove nameserver

all|save|abort|help`]

4. ネットワークにドメインネームサービスを提供するサーバのIPv4アドレスを追加します。 add

<nameserver IP_address>

5. を繰り返します add nameserver コマンドを使用して、ネームサーバを追加します。

6. 他のコマンドについてはプロンプトが表示されたら、その指示に従います。

7. 変更を保存してアプリケーションを終了します。 save

8. サーバでコマンドシェルを閉じます。 exit

9. グリッドノードごとに、からの手順を繰り返します ノードにログインします から コマンドシェルを閉じ
ています。
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10. 他のサーバにパスワードなしでアクセスする必要がなくなった場合は、 SSH エージェントから秘密鍵を

削除します。入力するコマンド ssh-add -D
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著作権に関する情報

Copyright © 2025 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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